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１ 

本資料は，第 15，16，23 条への適合に必要な設計方針を示すものであり，その記載要領を

P.2～P.3 に示す。
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安全上重要な施設を含む安全機能を有する施設の適合性⼀覧表記載要領 

番号 項目 記載内容 

(1) 施設区分 対応する「再処理施設の技術基準に関する規則」の施設区分を記載 

(2) 設備区分 対応する設備分類（安全上重要な施設、安全機能を有する施設）を選択 

(3) 設備名称 設備名称を記載 

(4) 
単一故障時の機能達

成（多重性） 
多重性を有することを記載 

(5) 
環境条件における健

全性（温度等） 

通常運転時，運転時の異常な過渡変化時及び設計基準事故時に想定される温度，圧

力，湿度及び放射線の環境条件と，本資料説明対象設備の設計値との比較により健

全性を記載 

環境条件は補足説明資料安有 01 による。 

設計値は(15)において評価手法の分類を示しており，各評価手法の内容は補足説明

資料安有 02 において記載 

(6) 
環境条件における健

全性（屋外天候） 
屋外設置設備については，凍結及び降水を考慮することを記載 

(7) 

環境条件における健

全性（放射線（被ば

く） 

現地操作が必要な設備について，現地の環境条件を考慮することを記載 

(8) 
環境条件における健

全性（電磁的障害） 

金属筐体で囲まれている，電子部品を組み込まない等により電磁波による影響に対

する健全性を記載 

(9) 
環境条件における健

全性（荷重） 

想定される荷重に対しても機能発揮できること，除雪及び除灰すること等の方針を

記載 

(10) 

環境条件における健

全性（周辺機器等か

らの悪影響） 

地震，火災等により想定される波及的影響で機能喪失しないことを記載 

(11) 
試験・検査 

保守・修理 

想定する試験・検査項目を明確にし，それらが可能であることを記載 

保守・修理が可能であることを記載 

(12) 
悪影響防止（内部発

生飛散物） 

ポンプ，ファン，発電機及びクレーン等の損壊に伴う飛散物により，安全性を損な

わないことを記載する 

(13) 悪影響防止（共用） 
廃棄物管理施設及びＭＯＸ燃料加工施設等との共用により再処理施設の安全性を損

なわないことを記載 

(14) 
操作の確実性 

操作の容易性 
誤操作を防止するとともに容易に操作ができる設計であることを記載 

(15) 参照図書 

配置図，構造図等の添付図は，(4)～(14)の内容を直接的にするものではないが，設

備の大概イメージを確認できるものを記載 

添付資料は，(4)～(14)の内容をより詳細な設計を説明した資料を記載 
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(1)

再処理施設 第１５，１６，２３条に対する適合性の整理表（例） 

安全上重要な施設を含む安全機能を有する施設の適合性一覧表記載要領説明図 

冷却水設備 

安全機能を有する施設・安全上重要な施設 

参考図書 

安全冷却水 B 冷却塔 

第
１
５
条

第
１
項

安
全
上
重
要
な
施
設

単
一
故
障
時
の
機
能
達
成

多重性 ・同一機能を持った設備を２系統化することで，多重性を持った設計としている。 【配置図】：第 2-1-1 図 

第
１
６
条

第
１
項

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

温度 ・環境温度(35 ℃) ≦ 設計値(60 ℃)

【設置場所】：屋外 

 EL.55.30m 

【環境温度】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：温度に係る評価手法(1) 

圧力 ・環境圧力(大気圧) ≦ 配管側の設計値(1.37MPa)、本体側の設計値(大気圧)
【環境圧力】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：圧力に係る評価手法(1) 

湿度 ・環境湿度(100 ％) ≦ 設計値(100 ％)
【環境湿度】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：湿度に係る評価手法(1) 

屋外天候 
・不凍液の使用により凍結防止対策を行う設計

・屋外の環境条件を考慮

・第 2章 個別項目 7.4

【配置図】：第 2-1-1 図 

放射線（設備） ・環境放射線(2.6 μGy/h) ≦ 設計値(2.6 μGy/h )
【環境放射線】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：放射線に係る評価手法(1) 

放射線（被ばく） －（操作不要） 
－ 

電磁的障害 ・電磁波の影響を受けるような電子部品を含む制御回路を組み込まない 【構造図】：第 2.5.7.2.2.2.-1 図 

荷重 

・地震，風（台風），竜巻，積雪及び火山の影響による荷重を考慮して，機能を損なわ

ない設計（地震荷重及び地震を含む荷重の組合せに対する設計については添付書類

Ⅳ-1-1，地震以外の荷重及び地震以外の荷重の組合せに対する設計については添付

書類Ⅵ-1-1-1-1-1 に基づき実施） 

・添付書類Ⅳ-1-1

・添付書類Ⅵ-1-1-1-1-1

周辺機器からの 

悪影響 

・地震以外の自然現象及び人為事象による波及的影響によりその機能を喪失しないよ

うに，技術基準規則第 8 条「外部からの衝撃による損傷の防止」に基づく設計

・地震の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 6条「地震

による損傷の防止」に基づく設計

・火災の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 11 条「火災

による損傷の防止」に基づく設計

・溢水の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 12 条「再処

理施設内における溢水等による損傷の防止」に基づく設計

・添付書類Ⅵ-1-1-1-1-1

・添付書類Ⅳ-1-1-4

・添付書類Ⅵ-1-1-1-4-1

・添付書類Ⅵ-1-1-6

第
２
項
、
第
３
項

試験・検査 

保守・修理 

・他系統と独立した試験系統により機能・性能の確認及び漏えいの有無の確認が可能な

設計 

・分解が可能な設計

【系統図】：第 1.2.2.2.2-1 図（既設工認） 

【構造図】：第 2.5.7.2.2.2.-1 図 

第
４
項 悪

影
響
防
止

内部発生飛散物 －（内部発生飛散物による影響なし） － 

第
５
項

共用 ・共用しない設計 － 

第
２
３
条

第
２
項

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設

操作の確実性 

操作の容易性 

・運転員が誤操作することなく適切に操作が可能な中央制御室の操作盤での操作が可

能な設計
・添付書類Ⅵ-1-3-1

(4)

(15)(2)

(3)

(14)

(5)

(11)

(6)

(5)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)
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再処理施設 第１５，１６，２３条に対する適合性の整理表 

冷却水設備 
安全機能を有する施設・安全上重要な施設 

参考図書 
安全冷却水 B 冷却塔 

第
１
５
条

第
１
項

安
全
上
重
要
な
施
設

単
一
故
障
時
の
機
能
達
成

多重性 ・同一機能を持った設備を２系統化することで，多重性を持った設計としている。 【配置図】：第 2-1-1 図 

第
１
６
条

第
１
項

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

温度 ・環境温度(35 ℃) ≦ 設計値(60 ℃)

【設置場所】：屋外 

 EL.55.30m 

【環境温度】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：温度に係る評価手法(1) 

圧力 ・環境圧力(大気圧) ≦ 配管側の設計値(1.37MPa)、本体側の設計値(大気圧)
【環境圧力】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：圧力に係る評価手法(1) 

湿度 ・環境湿度(100 ％) ≦ 設計値(100 ％)
【環境湿度】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：湿度に係る評価手法(1) 

屋外天候 
・不凍液の使用により凍結防止対策を行う設計

・屋外の環境条件を考慮

・第 2章 個別項目 7.4

【配置図】：第 2-1-1 図 

放射線（設備） ・環境放射線(2.6 μGy/h) ≦ 設計値(2.6 μGy/h )
【環境放射線】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：放射線に係る評価手法(1) 

放射線（被ばく） －（操作不要） － 

電磁的障害 ・電磁波の影響を受けるような電子部品を含む制御回路を組み込まない 【構造図】：第 2.5.7.2.2.2.-1 図 

荷重 

・地震，風（台風），竜巻，積雪及び火山の影響による荷重を考慮して，機能を損なわ

ない設計（地震荷重及び地震を含む荷重の組合せに対する設計については添付書類

Ⅳ-1-1，地震以外の荷重及び地震以外の荷重の組合せに対する設計については添付

書類Ⅵ-1-1-1-1-1 に基づき実施）

・添付書類Ⅳ-1-1

・添付書類Ⅵ-1-1-1-1-1

周辺機器からの 

悪影響 

・地震以外の自然現象及び人為事象による波及的影響によりその機能を喪失しないよ

うに，技術基準規則第 8 条「外部からの衝撃による損傷の防止」に基づく設計

・地震の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 6条「地震

による損傷の防止」に基づく設計

・火災の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 11 条「火災

による損傷の防止」に基づく設計

・溢水の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 12 条「再処

理施設内における溢水等による損傷の防止」に基づく設計

・添付書類Ⅵ-1-1-1-1-1

・添付書類Ⅳ-1-1-4

・添付書類Ⅵ-1-1-1-4-1

・添付書類Ⅵ-1-1-6

第
２
項
、
第
３
項

試験・検査 

保守・修理 

・他系統と独立した試験系統により機能・性能の確認及び漏えいの有無の確認が可能な

設計 

・分解が可能な設計

【系統図】：第 1.2.2.2.2-1 図（既設工認） 

【構造図】：第 2.5.7.2.2.2.-1 図 

第
４
項 悪

影
響
防
止

内部発生飛散物 －（内部発生飛散物による影響なし） － 

第
５
項

共用 ・共用しない設計 － 

第
２
３
条

第
２
項

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設

操作の確実性 

操作の容易性 

・運転員が誤操作することなく適切に操作が可能な中央制御室の操作盤での操作が可

能な設計
・添付書類Ⅵ-1-3-1
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再処理施設 第１５，１６，２３条に対する適合性の整理表 

 

 

 

 

冷却水設備 
安全機能を有する施設・安全上重要な施設 

参考図書 
主配管（安全冷却水Ｂ冷却塔～前処理建屋） 

第
１
５
条 

第
１
項 

安
全
上
重
要
な
施
設 

単
一
故
障
時
の
機
能
達
成 

多重性 ・同一機能を持った設備を２系統化することで，多重性を持った設計としている。 【系統図】：第 1.2.2.2.2-1 図（既設工認） 

第
１
６
条 

第
１
項 

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

温度 ・環境温度(35 ℃) ≦ 設計値(60 ℃) 

【設置場所】：屋外 

 EL.55.30m 

【環境温度】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：温度に係る評価手法(1) 

圧力 ・環境圧力(大気圧) ≦ 設計値(1.37MPa) 
【環境圧力】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：圧力に係る評価手法(1) 

湿度 ・環境湿度(100 ％) ≦ 設計値(100 ％) 
【環境湿度】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：湿度に係る評価手法(1) 

屋外天候 
・不凍液の使用により凍結防止対策を行う設計 

・屋外の環境条件を考慮 

・第 2章 個別項目 7.4 

【配置図】：第 2-1-1 図 

放射線（設備） ・環境放射線(2.6 μGy/h) ≦ 設計値(2.6 μGy/h ) 
【環境放射線】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：放射線に係る評価手法(1) 

放射線（被ばく） －（操作不要） － 

電磁的障害 ・電磁波の影響を受けるような電子部品を含む制御回路を組み込まない 【系統図】：第 1.2.2.2.2-1 図（既設工認） 

荷重 

・地震，風（台風），竜巻，積雪及び火山の影響による荷重を考慮して，機能を損なわ

ない設計（地震荷重及び地震を含む荷重の組合せに対する設計については添付書類

Ⅳ-1-1，地震以外の荷重及び地震以外の荷重の組合せに対する設計については添付

書類Ⅵ-1-1-1-1-1 に基づき実施） 

・添付書類Ⅳ-1-1 

・添付書類Ⅵ-1-1-1-1-1 

周辺機器からの 

悪影響 

・地震以外の自然現象及び人為事象による波及的影響によりその機能を喪失しないよ

うに，技術基準規則第 8 条「外部からの衝撃による損傷の防止」に基づく設計 

・地震の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 6条「地震

による損傷の防止」に基づく設計 

・火災の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 11 条「火災

による損傷の防止」に基づく設計 

・溢水の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 12 条「再処

理施設内における溢水等による損傷の防止」に基づく設計 

・添付書類Ⅵ-1-1-1-1-1 

・添付書類Ⅳ-1-1-4 

・添付書類Ⅵ-1-1-1-4-1 

・添付書類Ⅵ-1-1-6 

第
２
項
、
第
３
項 

試験・検査 

保守・修理 

・他系統と独立した試験系統により機能・性能の確認及び漏えいの有無の確認が可能な

設計 

・外観の確認が可能な設計 

【系統図】：第 1.2.2.2.2-1 図（既設工認） 

第
４
項 悪

影
響
防
止 

内部発生飛散物 －（内部発生飛散物による影響なし） － 

第
５
項 

共用 ・共用しない設計 － 

第
２
３
条 

第
２
項 

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設 

操作の確実性 

操作の容易性 
－（操作不要） － 
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再処理施設 第１５，１６，２３条に対する適合性の整理表 

竜巻防護対策設備 
安全機能を有する施設・安全上重要な施設 

参考図書 
安全冷却水Ｂ冷却塔 飛来物防護ネット 

第
１
５
条

第
１
項

安
全
上
重
要
な
施
設

単
一
故
障
時
の
機
能
達
成

多重性 ・該当なし － 

第
１
６
条

第
１
項

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

温度 ・環境温度(35 ℃) ≦ 設計値(大気温度)

【設置場所】：屋外 

 EL.55.30m 

【環境温度】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：温度に係る評価手法(1) 

圧力 ・環境圧力(大気圧) ≦ 設計値(大気圧)
【環境圧力】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：圧力に係る評価手法(1) 

湿度 ・環境湿度(100 ％) ≦ 設計値(100 ％)
【環境湿度】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：湿度に係る評価手法(1) 

屋外天候 ・屋外の環境条件を考慮 【配置図】：第 2-1-1 図 

放射線（設備） ・環境放射線(2.6 μGy/h) ≦ 設計値(2.6 μGy/h )
【環境放射線】：補足説明資料安有 01 

【設計値】：放射線に係る評価手法(1) 

放射線（被ばく） －（操作不要） － 

電磁的障害 ・電磁波の影響を受けるような電子部品を含む制御回路を組み込まない 【構造図】：第 2.5.7.4.4.-1 図 

荷重 

・地震，風（台風），竜巻，積雪及び火山の影響による荷重を考慮して，機能を損なわ

ない設計（地震荷重及び地震を含む荷重の組合せに対する設計については添付書類

Ⅳ-1-1，地震以外の荷重及び地震以外の荷重の組合せに対する設計については添付

書類Ⅵ-1-1-1-1-1 に基づき実施）

・添付書類Ⅳ-1-1

・添付書類Ⅵ-1-1-1-1-1

周辺機器からの 

悪影響 

・地震以外の自然現象及び人為事象による波及的影響によりその機能を喪失しないよ

うに，技術基準規則第 8 条「外部からの衝撃による損傷の防止」に基づく設計

・地震の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 6条「地震

による損傷の防止」に基づく設計

・火災の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 11 条「火災

による損傷の防止」に基づく設計

・溢水の波及的影響によりその機能を喪失しないように，技術基準規則第 12 条「再処

理施設内における溢水等による損傷の防止」に基づく設計

・添付書類Ⅵ-1-1-1-1-1

・添付書類Ⅳ-1-1-4

・添付書類Ⅵ-1-1-1-4-1

・添付書類Ⅵ-1-1-6

第
２
項
、
第
３
項

試験・検査 

保守・修理 

・外観の確認が可能な設計

・安全冷却水Ｂ冷却塔の確認が可能なように出入口を設ける設計
【構造図】：第 2.5.7.4.4.-1 図 

第
４
項 悪

影
響
防
止

内部発生飛散物 －（内部発生飛散物による影響なし） － 

第
５
項

共用 ・共用しない設計 － 

第
２
３
条

第
２
項

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設

操作の確実性 

操作の容易性 
－（操作不要） － 
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